
　
最
近
の
地
震
等
の
自
然
災
害
に
よ
り
、
市
民
の
防

災
意
識
が
高
揚
し
、
市
行
政
と
し
て
も
、
こ
れ
に
答

え
る
た
め
の
対
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
前

回
の
市
長
コ
ラ
ム
で
は
、「
想
定
外
異
常
気
象
（
確

率
1
/
1
0
0
0
年
程
度
の
気
象
）」
に
つ
い
て
記

述
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
通
常
起
こ
り
う
る
頻
度

の
高
い
災
害
に
つ
い
て
の
コ
ラ
ム
で
す
。

　
近
年
、
世
界
的
に
異
常
な
気
象
現
象
が
頻
発
し
て

い
ま
す
。
我
が
国
に
於
い
て
も
、
こ
の
10
年
間
で
時

間
雨
量
が
50
㎜
を
超
え
る
よ
う
な
大
雨
の
頻
度
が
約

2
倍
と
な
っ
て
お
り
、
洪
水
の
発
生
す
る
確
率
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
気
象
状
況
の
異
変
に
伴

い
、
近
年
多
く
の
地
点
で
1
時
間
雨
量
や
24
時
間
雨

量
が
観
測
史
上
最
高
を
記
録
す
る
な
ど
、
短
時
間
の

大
雨
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
短
時
間

の
大
雨
に
よ
り
、河
川
の
氾
濫
、内
水
に
よ
る
浸
水
、

土
砂
災
害
等
の
被
害
が
毎
年
発
生
し
て
い
る
現
状
で

あ
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
地
球
温
暖
化
の
傾

向
を
踏
ま
え
る
と
、
益
々
大
雨
や
台
風
の
影
響
、
発

生
回
数
の
増
大
、
被
害
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
行
政
で
は
、
今
後
の

風
水
災
害
を
如
何
に
最
小
限
に
抑
え
る
か
が
、
喫
緊

の
課
題
と
考
え
ま
す
。
風
水
災
害
の
減
災
対
策
に

は
、
施
設
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
と
意
識
啓
発
等

の
ソ
フ
ト
対
策
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ー
ド
対
策
に
は
費

用
と
時
間
を
要
す
る
た
め
、
ま
ず
は
ソ
フ
ト
対
策
を

充
実
強
化
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
効
率
的
な
ソ
フ

ト
対
策
を
行
う
に
は
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。
行
政

と
し
て
は
、
平
素
か
ら
市
民
の
自
助
・
共
助
の
意
識

啓
発
等
を
積
極
的
に
行
い
、
市
民
は
行
政
と
一
緒
に

災
害
対
応
能
力
を
高
め
る
事
が
必
要
で
す
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
で
の
防
災
情
報
に
よ
り
危
険

個
所
の
確
認
を
行
う
割
合
が
低
い
課
題
な
ど
、
市
民

の
行
政
へ
の
依
存
度
が
依
然
と
し
て
高
い
状
況
で

す
。
水
害
等
の
危
険
性
に
関
す
る
認
識
が
不
十
分
で

あ
り
、
避
難
イ
メ
ー
ジ
の
固
定
化
（
避
難
所
へ
避
難

す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
適
切
な
行
動
で
は
な
く
、
場

合
に
よ
っ
て
は
自
宅
の
2
階
等
へ
の
避
難
も
考
え

る
）
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
い
つ
・
ど

こ
に
・
だ
れ
と
・
ど
の
よ
う
に
避
難
す
る
と
い
っ
た

行
動
手
順
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
避
難
勧
告

等
の
発
令
を
受
け
て
も
避
難
す
る
人
が
少
な
く
、
結

果
、
避
難
時
間
・
避
難
方
法
・
避
難
場
所
・
避
難
経

路
の
判
断
に
迷
い
、
状
況
に
応
じ
た
避
難
行
動
が
出

来
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
す
。

　
行
政
の
課
題
と
し
て
、
防
災
に
対
す
る
認
識
不
足

や
部
局
間
の
連
携
が
不
十
分
な
面
も
あ
り
ま
す
。
気

象
情
報
や
河
川
情
報
等
に
関
す
る
専
門
知
識
を
有
す

る
職
員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
災
害
情
報
を
発
信
し

て
も
、
地
域
内
全
て
の
人
に
行
き
届
く
に
は
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
こ
の
間
、
関
係
部
局
内
で
情
報
を
共

有
し
、
連
携
し
た
対
応
を
取
り
、
発
信
し
た
災
害
情

報
が
住
民
に
的
確
に
理
解
さ
れ
具
体
的
な
行
動
に
つ

な
が
る
よ
う
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
少
子
高
齢
化
に
伴
い
消
防
団
員
の
高
齢
化
や
減

少
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
本
市
で
は
、

風
水
害
危
機
意
識
の
喚
起
、
防
災
体
制
の
強
化
お
よ

び
災
害
対
応
能
力
の
向
上
を
目
的
に
、
広
島
県
と
共

催
し
て
「
図
上
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
」
を
ク
リ

ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
で
開
催
し
ま
し
た
。
市
職
員
57
名

が
参
加
し
、
県
内
自
治
体
か
ら
防
災
担
当
職
員
が
参

観
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
の
成
果
は
今
後
の
広
島
県

の
防
災
施
策
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
市
と
し
て
も
、
こ

の
研
修
を
契
機
に
危

機
管
理
に
対
す
る
取

り
組
み
を
進
め
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

図
上
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
防
災
訓
練
の
意
義
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柔
道
整
復
師
（
整
骨
院
・
接
骨
院
）
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か
か
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方保
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整
骨
院
や
接
骨
院
で
の
施
術
に
か
か

る
柔
道
整
復
療
養
費
は
安
芸
高
田
市
国

民
健
康
保
険
に
限
ら
ず
全
国
的
に
増
加
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

同
じ
傷
病
に
つ
い
て
、
整
形
外
科
な
ど

医
師
の
治
療
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
原

則
国
保
保
険
証
が
使
え
ず
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

柔
道
整
復
療
養
費
も
皆
様
か
ら
の
国

民
健
康
保
険
税
か
ら
支
払
わ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
柔
道
整
復
師
に
か
か
る
と
き
は

誤
っ
た
内
容
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け

て
い
た
だ
き
、
か
か
っ
た
後
は
請
求
内
容

に
誤
り
が
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

柔
道
整
復
師
に
か
か
る
時
の
注
意
点

①�

ケ
ガ
（
痛
み
）
の
原
因
を
正
し
く
伝

え
て
く
だ
さ
い

国
保
保
険
証
が
使
え
る
も
の

○ 

急
性
ま
た
は
亜
急
性（
急
性
に
次
ぐ
）

の
外
傷
性
の
打
撲
、
ね
ん
ざ
、
挫
傷

（
肉
離
れ
な
ど
）

○
医
師
の
同
意
が
あ
る
骨
折
、
脱
臼

○ 

応
急
処
置
で
行
う
骨
折
、
脱
臼
（
応

急
手
当
後
の
施
術
に
は
医
師
の
同

意
が
必
要
）

国
保
保
険
証
が
使
え
な
い
も
の

○ 

日
常
生
活
で
の
単
純
な
疲
労
や
肩

こ
り
、
腰
痛
な
ど
の
疲
労
回
復
を
目

的
と
し
た
も
の

○ 

神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
慢
性
病

か
ら
の
痛
み
や
し
び
れ

○ 

症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
な
い
長
期

に
わ
た
る
も
の

○
通
勤
中
や
勤
務
中
に
受
け
た
負
傷

○
け
ん
か
や
交
通
事
故
に
よ
る
も
の

② 

療
養
費
支
給
申
請
書
は
必
ず
自
分
で

署
名
し
て
く
だ
さ
い

負
傷
名
な
ど
の
施
術
内
容
が
記
載
さ

れ
た
療
養
費
支
給
申
請
書
は
、
柔
道
整
復

師
が
安
芸
高
田
市
国
民
健
康
保
険
へ
の
請

求
手
続
き
を
委
任
す
る
も
の
で
す
。

負
傷
原
因
、
負
傷
名
、
日
数
、
金
額

を
よ
く
確
認
し
、
必
ず
自
分
で
署
名
を
し

て
く
だ
さ
い
。（
負
傷
な
ど
に
よ
り
署
名

で
き
な
い
と
き
は
代
筆
も
可
能
で
す
が
、

捺
印
が
必
要
で
す
。）

③
領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
ま
し
ょ
う

領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
、
金
額
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。（
領
収
書
は
無
料
発
行

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。）

ま
た
、
領
収
書
は
高
額
療
養
費
の
申

請
や
確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
の
と
き
に

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
国
民

健
康
保
険
税
を
適
正
に
使
用
す
る
た
め
、

施
術
内
容
を
文
書
に
よ
り
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

保健医療課 ☎ 42-5633
47-1282たかみや湯の森温泉ウォーキングプール健康教室

コース 肩こり・腰痛・膝痛の軽減、予防コース（１０時～１１時） 体脂肪燃焼コース
（１９時～２０時)

対 象 向原・甲田地域の方 八千代・吉田地域の方 美土里・高宮地域の方 市内全域

と き

１月１６日～２月２７日
毎週月曜日

１月１９日～３月２日
毎週木曜日

１月２０日～３月３日
毎週金曜日

１月１９日～３月２日
毎週木曜日

午前１０時～１１時　７回コース※希望者には無料で送迎があります。※定員に
余裕があれば対象地域以外からも参加できます。ただし、送迎はありません。

午後７時～８時
７回コース

申 込
期 限 １２月１日（木）～１２月２５日（日）

ところ たかみや湯の森温泉ウォーキングプール
定 員 １７名(定員を超える場合、新規申し込みの方を優先とさせていただきます。)
参加費 ３，５００円　（温泉プール利用料１回につき５００円は別料金）
申込先 たかみや湯の森　☎５９－００５９　５７－２２００

水中では腰や膝に無理な負担をかけることなく歩くことができ、普段使わない筋肉の回復や維持、増進を�
図ることができます。

８月診療分　一人当り医療費（単位円）

※県内順位・・県内23市町で1人当たり費用額が高い順

　 安芸高田市 県　平　均 順　位

全被保険者 25,091 26,353 18

広報 あきたかた 12月号 1415 広報 あきたかた 12月号




